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路
の
新
設
な
ど
）を
同
じ
く
28
年
度
に
完
了

さ
せ
る
と
同
時
に
、
20
年
3
月
に
市
川
市

の
一
部
区
間
が
追
加
で
事
業
化
さ
れ
た
北

千
葉
道
路
の
全
面
開
通
も
急
ぎ
た
い
。
ま

た
、鉄
道
で
は
、羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線（
臨

海
部
ル
ー
ト
）、
京
葉
線
・
り
ん
か
い
線
の

相
互
直
通
運
転
の
整
備
や
東
京
湾
大
環
状

線
の
検
討
、
道
路
で
は
新
た
な
湾
岸
道
路

や
千
葉
北
西
連
絡
道
路
な
ど
の
整
備
検
討

や
事
業
着
手
を
で
き
る
だ
け
急
ぎ
た
い
。

（2）
D
X
や
S
D
Gs
、
脱
炭
素
化
な
ど
を

推
進
す
る
た
め
の
機
運
の
醸
成
と
環

境
の
構
築

　

千
葉
県
製
造
業
の
競
争
力
に
目
を
向
け

る
と
、
京
葉
工
業
地
帯
に
は
我
が
国
を
代

表
す
る
企
業
が
集
積
し
て
い
る
が
、
そ
の

多
く
は
鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
火
力
発
電
な

ど
、
主
と
し
て
内
需
向
け
の
従
来
型
の
素

材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で
あ
り
、
神
奈
川

県
や
埼
玉
県
に
比
べ
る
と
自
動
車
や
電
機

な
ど
の
加
工
組
立
産
業
が
か
な
り
弱
い
ほ

か
、
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）や
A
I
、自
動
運
転
、ロ
ボ
ッ

ト
関
連
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
新
産
業
は

育
ち
切
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
S
D
G
s（
2
0
1
5
年
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」）
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
の
さ
ら
な
る
推
進
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

S
D
G
s
の
達
成
に
は
、
個
々
の
主
体
の

努
力
だ
け
で
な
く
、
行
政
を
含
む
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
で
は
、
県
が
旗
振

り
役
と
な
っ
て
推
進
に
向
け
た
異
業
種
間

交
流
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
各
主
体
間
の
連

携
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
20
年
度

を「
S
D
G
s
元
年
」と
定
め
た
埼
玉
県
で

は
、
9
月
に
官
民
に
よ
る
横
断
的
組
織
が

立
ち
上
が
っ
た
。
千
葉
県
で
は
県
主
催
で

考
え
方
を
普
及
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
企
業
や
市

町
村
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
専
門
部
署

の
設
置
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
も
よ
い
。

　

千
葉
県
の
産
業
力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
、
県
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
つ

な
げ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
千
葉
県
に
よ
る

魅
力
あ
る「
大
局
的
な
視
点
に
基
づ
い
た
地

域
活
性
化
戦
略
」の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
そ
の
際
に
は
、
千
葉
県
経
済
が

目
指
す
新
た
な
戦
略
と
し
て
、
前
述
の「
千

葉
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

構
想
の
推
進
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
構
想

の
下
で
、
企
業
等
が
戦
略
的
に
新
製
品
や

新
技
術
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
た
め
の

環
境
づ
く
り
や
オ
ー
ル
千
葉
と
し
て
D
X
、

S
D
G
s
、
脱
炭
素
化
な
ど
を
推
し
進
め

る
機
運
醸
成（
水
素
社
会
実
現
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
）を
進
め
た
い
。

　

特
に
脱
炭
素
化
に
つ
い
て
は
、
県
は
市

町
村
と
連
携
し
て
環
境
を
重
視
し
た
地
域

づ
く
り
、
す
な
わ
ち「
環
境
立
県
」を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。
産
業
部
門
に
お
け
る
脱

炭
素
化
に
加
え
、
家
庭
や
業
務
、
運
輸
の

各
部
門
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮
を
本
県

の
最
優
先
課
題
の
一
つ
に
据
え
、
湾
岸
部

の
素
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
を
中
心

と
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
等
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
他
県
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
高
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
も
と
も
と
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
県
へ
の
企
業

誘
致
や
移
住
促
進
を
後
押
し
す
る
強
力
な

追
い
風
に
も
な
る
。

（3）
広
域
的
な
産
学
官
金
連
携

　

千
葉
県
内
の
自
治
体
で
は
、
産
業
振
興

や
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
な
ど
の
分
野
で
、

自
治
体
間
の
連
携
へ
の
道
筋
が
拓
け
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
。

　

今
後
は
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
の

分
野
で
も
、
自
治
体
間
の
連
携
を
強
化
し
、

県
外
企
業
等
に
対
し
て
、
千
葉
県
内
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
が
少
な
く
な
い
こ
と

や
特
区
に
お
い
て
先
進
技
術
の
研
究
開
発

が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
等
か
ら

み
た
魅
力
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。
千
葉
・

武
蔵
野
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
や
千
葉
・
横
浜
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
T
S
U
B
A
S
A
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
な
ど
、
既
に
地
域
金
融
機
関
で

は
県
の
枠
組
み
を
超
え
た
広
域
連
携
で
地

域
の
魅
力
を
引
き
上
げ
て
き
て
い
る
。
今

後
は
自
治
体
間
の
動
き
に
も
同
様
の
動
き

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
う
え
で
は
自
治

体
間
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
広
域
的
な
産

学
官
金
連
携
の
推
進
も
必
要
に
な
る
。
従

来
、
産
学
官
金
連
携
に
お
け
る
自
治
体
の

役
割
は
、「
産
」「
学
」を
結
ぶ「
触
媒（
カ
タ

リ
ス
ト
）」と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
地
域
魅
力
開
発
・
発
信
型
の
産
学

官
金
連
携
に
お
い
て
は
、
行
政
は
単
な
る

触
媒
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド

の
場
の
提
供
者
あ
る
い
は
地
方
創
生
の
関

係
者
を
結
ぶ「
ハ
ブ（
結
節
点
）」と
し
て
の

機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、「
金
」の
役
割
は
、
主
に
事
業

化
に
向
け
た
知
財
の
提
供
、ニ
ー
ズ
と
シ
ー

ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
事
業
性
の
評
価
、

事
業
資
金
の
調
達
な
ど
で
あ
る
が
、
行
政

に
お
か
れ
て
は
、
従
来
型
の
包
括
提
携
協

定
の
み
な
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
な
地
域
金

融
機
関
の
動
き
も
念
頭
に
お
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
連
携
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

千
葉
銀
行
グ
ル
ー
プ
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
や
M
＆
A
の
推
進
、
商
談
会
・

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
補
助
金
・
公
的
支
援

施
策
の
活
用
サ
ポ
ー
ト
等
に
加
え
、
東
京

圏
の
地
域
金
融
機
関
や
県
内
の
大
学
等
と

の
連
携
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
産
学
官

連
携
を
支
援
し
て
い
る
。

（
注
）	

1
9
9
5
年
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
、
96

年
東
葉
高
速
鉄
道
全
線
開
業
、
97
年
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
開
通
、
2
0
0
2
年
成
田
空
港
B

滑
走
路
共
用
開
始
、
05
年
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
線
開
業
な
ど
。

当社ホームページ
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　最近、経営者の皆様より社員の育成
に関するお悩みをよく聞く。
　本稿では人材育成手段の一つである

「スキルマップ」についてご紹介したい。

　スキルマップとは、業務遂行に必要
なスキルを洗い出し、社員一人ひとり
が持つスキルを見える化するツールの
事を言う。
　そのメリットは冒頭の「人材育成」だ
けでなく、「社員の適正配置」や「採用に
おける必要人材の明確化」にも及ぶ。
さらにリモートワークの進展により社
員同士のコミュニケーションが希薄化
しがちなコロナ下においては、上司と
部下の有用なコミュニケーションツー
ルにもなりうる。
　国（厚生労働省）も「職業能力評価シ
ート」（図）という形で、様々な業種に
おけるスキルマップのひな形を提供し、
中小企業の人材育成支援を行っている。

　ではここで、スキルマップ作成の手

順について説明したい。作成は大きく
3 つのステップに分かれる。

〈ステップ 1：業務単位の設定〉
　まず初めに、スキルを選定するため
の前提となる業務単位を設定する。職
種毎にどのような業務の流れが存在す
るのかを、細かくかつ重複なく可視化
する（例：営業職であれば「訪問リスト
作成」→「アポイント取得」→「見積書作
成」→「提案・交渉」等）。

〈ステップ 2：スキル項目の設定〉
　次に、ステップ 1 で洗い出した各業
務におけるスキル項目を設定する。特
に、付加価値を創出する重要な業務に
ついては、現場指導ができるようにイ
メージしながら、細かくスキルを分解
する。
　このステップは、現場で業務を行う
管理職やリーダー職の社員が担当する
ことで、より完成度の高いスキルマッ
プに近づく。

〈ステップ 3：判定基準の設定〉
　最後に判定基準の設定を行う。基準
を多く設定すれば、より詳細な管理が
可能となるが、その反⾯、細かい段階
が多いため評価が難しくなるので注意
が必要である。

　一般的には「指導できる」「一人でで
きる」「補助を受けながらできる」「で
きない（やったことがない）」の 4段階で
設定することが多い。

　私が関わった中で、スキルマップ作
成を人材育成に活用したある事例をご
紹介したい。
　地域有数の旅館を営むこの企業の経
営者は、社員の多能工化により、効率
的な旅館運営の実現を目指していたが、

「管理職の指導力不足」により「社員が
なかなか成長しない」との悩みを抱え
ていた。
　現場社員のヒアリングから、原因は

「社員レベルに応じた能力（スキル）指針
が存在しない」ことであると判明した。
　そこで一般職・指導職・管理職の 3
階層のスキルマップを作成し、各階層
において会社が社員に求めるスキルを
明確化した。その結果、管理職はスキ
ルマップを用いた部下指導が可能とな
り効率的な人材育成が図られた。また
スキルマップの習熟度合いを人事評価
と結びつけることで、社員のスキル習
得に対するモチベーション向上にもつ
ながった。

　このように、スキルマップは人材育
成に有効なツールとなりうる。ただし
作成には時間と手間を要し、また作成
後においても事業環境の変化が早い昨
今では、定期的にスキルの見直しを行
うことも必要である。しかし、これら
を乗り越えることで社員の早期成長を
実現し、結果として自社の成長につな
げることが可能となる。
　本稿をご覧いただき、自社のスキル
マップ作成について検討するきっかけ
となれば幸いである。

社員の成長を促す
「スキルマップ」作成のすすめ

池澤優介
（株）ちばぎん総合研究所

経営コンサル第一部
主任コンサルタント

まとめ

事例紹介

はじめに

スキルマップとは

作成手順

図　職業能力評価シートの例

※参考：厚生労働省「職業能力評価シート」より一部抜粋




